
利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）

■連携検討事業

ｼｰﾄ.1

３つの視点 生活機能の強化 政策分野 産業振興

片品村 川場村 昭和村 みなかみ町 沼田市

事業概要等

圏域全体の観光ＰＲ活動や周遊観光の推進、国内外の旅行者獲

得等を図るため、圏域自治体、観光協会及び観光事業に携わる

各主体などにより広域観光振興体制を整備し、連携して事業を

推進する。

また、令和５年度から令和７年度にかけては、圏域内の観光資

源の発掘及び地場産品の開発のため、外部人材を招へいし、新

商品等開発支援事業を実施する。なお、新商品等開発支援事業

の負担割合については、片品村、川場村、昭和村、みなかみ町

がそれぞれ25万円を負担し、残額を沼田市が負担する。

広域

連携

の状況

連携済

団体名

連携

予定
○ ○ ○ ○ ○

連携

可能

担当部署
むらづくり観

光課

むらづくり振

興課

企画課地域振

興係
観光商工課

企画政策課

観光交流課

産業振興課

備考

連携事業

具体的な取組 広域観光体制の充実

内容（事業） 広域観光事業
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利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）

■連携済及び連携予定（単位：千円）

新規事業費

国・県

地方債

その他

一般

団体名 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町 沼田市

ｼｰﾄ.2

250 250 250 250 5,900

特別交付税

措置の有無
× × × × ×

250

250 250 250 250 5,650

（R5）

事業費

及び財

源内訳

連携事業に関して

の意見・提案

外部の力を借りて新

商品等を開発するこ

とは良いことだと思

います。行政や地元

民では思いつかない

発想をご期待してい

ます。また先日行わ

れました勉強会へ参

加したところ多くの

圏内事業者様がお集

まりになっていて、

とても有意義なもの

になっていると感じ

られました。

　資料では『自立圏

内の事業者間の協

働・共創』というこ

とで各業者が個々で

対応になりますが、

『群馬県のおっきり

こみ』や『高崎のパ

スタ』のような地域

を代表する料理を利

根沼田地域として設

定し、地域内賛同飲

食店で提供するよう

な形も良いのではな

いかと思います。

素人考えで大変恐縮

ではございますが、

よろしくお願いしま

す。

それぞれの特色を活

かし、相乗効果が得

られれば良いと思

う。

より多くの事業所が

満遍なく参加し、連

携を深めて事業に取

り組んでいけるよう

な調整や働きかけも

必要と考える。

ア）連携をしたこと

により生じる効果

魅力的な新商品が開

発されることで、来

訪者に対して地域の

魅力を印象づけるこ

とが可能になるので

はないかと思いま

す。また、商品開発

だけでなく、購入・

体験してもらうきっ

かけとなるよう、そ

の他来訪を促すPRも

引き続き協力して着

実に進める必要があ

ると考えています。

（イ）現状での課題

魅力を発信する主体

となる事業者間の連

携、連携に対する地

域全体の意識

（ウ）問題解決に向

けた提案

自治体や事業者間の

意見交換、連携・取

組の継続

（エ）共生ビジョン

案に関する意見

共生ビジョンのとお

り、周遊観光の推進

等を着実に実施でき

ればと思います。

（オ）ＫＰＩに関す

る意見

達成できるよう、計

画的な施策の実施が

ア連携したことによ

る効果

　事業者間の連携に

よる新たな商品開

発。商品の販売方法

等情報交換の場がで

きる。商品開発の意

欲の向上。

イ現状での課題

　販売方法について

情報交換の場がな

い。

時代の移り変わりに

より新たな商品が出

てくることは良いこ

とである。これまで

も特産品と言われる

物は各地で開発され

てきたと思うが、そ

れをどうやって売り

込むかが問題であ

り、そこを踏まえた

費用対効果について

の検討が必要であ

る。
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利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）

■形成協定案

■共生ビジョン案

■重要業績評価指標（KPI）

ｼｰﾄ.3

取組内容

中心自治体(甲)の

役割

周辺自治体の

役割分担

事業の推進、連携の促進

周辺自治体（乙）

の役割

事業内容

圏域全体の観光ＰＲ活動や周遊観光の推進、国内外の旅行者獲得等を図るため、

圏域自治体、観光協会及び観光事業に携わる各主体などにより広域観光振興体制

を整備し、連携して事業を推進する。

また、令和５年度から令和７年度にかけては、圏域内の観光資源の発掘及び地場

産品の開発のため、外部人材を招へいし、新商品等開発支援事業を実施する。な

お、新商品等開発支援事業の負担割合については、片品村、川場村、昭和村、み

なかみ町がそれぞれ25万円を負担し、残額を沼田市が負担する。

中心自治体の

役割分担

事業の推進、連携の促進

事業効果

圏域全体の知名度の向上や、観光客の広域周遊ニーズへの対応が可能となり、広

域人口の拡大が期待される。

指標 基準値（令和2年度） 目標値（令和7年度）

圏域共同ＰＲイベントの実施 4回 4回

新商品等開発支援事業

参加事業者数

新たな観光資源及び

地場産品の開発数

35者

8点

重要業績評価

指標（KPI）
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利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）

■連携後の新規事業費見込み（単位：千円）

新規事業費

国・県

地方債

その他

一般

事業費計

国・県

地方債

その他

一般

事業費計

国・県

地方債

その他

一般

ｼｰﾄ.4

団体名 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町 沼田市

特別交付税 措置の有無

250 250 5,650

250 250 250 250 5,900
（R5）

事業費

及び財

源内訳

250 250 250 250 5,900

× × × × ×

250

250 250

特別交付税 措置の有無 × × × × ×

250

250 250 250 250 5,650

（R6）

事業費

及び財

源内訳

特別交付税 措置の有無 × × × × ×

250

250 250 250 250 5,650

（R7）

事業費

及び財

源内訳

250 250 250 250 5,900
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利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）
ｼｰﾄ.5

■連携後の事業費見込み（単位：千円　新規事業費＋令和５年度観光関連事業費）

事業費計

国・県

地方債

その他

一般

事業費計

国・県

地方債

その他

一般

事業費計

国・県

地方債

その他

一般

112,250 250

81,592 10,295 650 126,745 54,205

71,018 10,295 650 14,495 53,955

団体名

（R5）

事業費

及び財

源内訳

特別交付税 措置の有無

10,574

片品村 川場村 昭和村 みなかみ町 沼田市

（R6）

事業費

及び財

源内訳
71,018 10,295

81,592 10,295 650 126,745 54,205

特別交付税 措置の有無

（R7）

事業費

及び財

源内訳
71,018 10,295 650 14,495 53,955

81,592 10,295 650 126,745 54,205

10,574

112,250 250

650 14,495 53,955

10,574

112,250 250

特別交付税 措置の有無

5

資料３－１



利根沼田地域定住自立圏　連携事業に関する調書（個表）

■その他特記事項

特記

事項

ｼｰﾄ.6

団体名 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町 沼田市
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